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DIAL とGeSAT 　TIR で観測された下部対流圏オ ゾン カ ラム 量 の 比較
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1． は ¢ めに

　対流圏オゾン は重飆 踝 ガ ス で もあり、また、大気

汚染物質でもあるこ とか ら、 その動態を把握するため

我々 は高出力の Nd ：YAG レーザーの第 4高調波で励起

された 002 ラマ ンセ ル （長さ 2m ）か らの 4波長 （27銭
287，299， 312  ）の誘導ラマ ン散舌L　GRS）顔 径

50c狙 と10　cm の ：：二っ の望遠鏡を用い たオゾ ン差分吸

駁法 ライ ダー
（DIAL ） を用 い て 佐賀 （33．24N ，

130．29E）で対流圏オゾン の観測を行っ て い る D
。

　
一方、GOSAT ［［［R バ ン ドの 9．6　pm におけう地表

面お よび大気か らの赤外放射の観測からオゾ ン全量や

対流 圏オゾン カ ラム 量を導出できる Pt
。

こ こ では、

DIAL と GOSAT 　T［［R （以
一
F　T［R と略す）で観測 した

高度 1   か ら6km の間の オゾン カ ラム量との比較

を行 っ た の で報告する。

2。比較

　糊者の オゾン カ ラム量の 比較は DIAI， の観測 βに

DIAL サイ トを中心 に緯度 ・経度± 1 度内で導出され

た nR デー
タを用 い た 。

　Fig．1にDIALと
’HR

「
で観測された高度 1−6　km の

オ ゾン カラム 量を示 して い る。また、DIAL の高度分

布に 嘔 R の ア プ リオ リとア ベ レージ ン グカ
ーネル

（AK）を適応 して求めた高度 1−−6　km の オ ゾン カラ

ム量も図示 して い る。 DIAL で観測したオゾン カラム

量は 、 1月か ら3月初めまでほぼ一定の濃度で あるが 、

それから増加 し始め 4月下旬か ら 7月初めにかけて高

濃度になっ て い る こ と、そ の後 8 月にかけて大きく変

動 しながら減少 して い る こ とが分か る。 こ れらの 変動

の 要因はオゾン 濃度の高い大隆牲 気団とオゾ ス 濃度の

低い 海洋姓気団の入れ替わ りによるもの である。

　一方［ffRの アプリオ リとAK を適用 した DIAL の

オゾ ンカラム量は DIAL そ の もの で求めたカラム量に

比べ て小さくなるが 、 特に 4 月下旬か ら 7 月初めにか

けて高濃度の期聞の カ ラム 量が小 さくなっ てい るこ と

が分かる 。 T［R の オゾンカラム量はアプ リオ リとAK

を適応した DIAL データに比べ て金体的に値は少し小

さい が 、 季節変化や夏場の 変動を良くとらえて い る。

　rUg．2 にアプ リオ リと AK を適応した DIAL と［［［R

の 高度 1−6   の オゾ ンカ ラム 量 の鰤 図を示す 。 両

者は良い 粕関を示 し、 根関係数は 0．79 である。T［［R

で導出されたオゾン カ ラム量は DIAL デ
ー

タに穀 しバ

イアス が畦 0％ で バ ラツ キが 11％程度である。

　皿 R は下部対流圏オゾンカラ ム量の 高濃度帯を特定

できる。DIAL はその 高濃度帯の どの 高度でオ ゾン濃

度が高い か検出す るこ とができる。
TIR とD肌 デー

タを用 い る こ とにより大陸か らの 高濃度オゾン の 日本

へ の輸送過程などを明らかにする可能性を有して い る 。

謝辞 D肌 の解析に福岡管区気象台の ゾ ン デデータ

を用いた 。
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